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1．はじめに

　生態水文学研究所赤津研究林はかつてハゲ山であった歴史をもち，1922 年の設置当初から

数々の荒廃地復旧山腹工事や砂防工事が実施され，山腹緑化に関する試験研究が行われてきた。

その後，1964 年に品野国有林を取得したことを契機に，「荒廃した林地を技術的に改良し，特殊

な立地条件下における林業経営の規範を示す」ことを目標に本格的な造林試験が開始された（東

京大学大学院農学生命科学研究科附属演習林愛知演習林，1993）。花崗岩質土壌地帯でスギ林造

成を行うため，施肥方法や植栽方法を検討した試験（朝日ら，1967；朝日，1968）が実施される

なかで，花崗岩質土壌地帯に適した品種を明らかにする目的で全国から集められたスギ品種を植

栽し，成長量の測定を行ってきた。

　本報は，赤津研究林内の 3 ヶ所に 1963 ～ 1971 年にかけて設定されたスギ品種別成長比較試験

地（「スギ第一見本林」「スギ第二見本林」「スギ第三見本林」）について 2020 年までに行われた

直径や樹高などの測定資料をまとめたものである。

2．各試験地の概要

　各試験地の位置する赤津研究林は中古生代の花崗岩を基岩とする深層まで風化した黒雲母花崗

岩と花崗閃緑岩からなる（東京大学大学院農学生命科学研究科附属演習林生態水文学研究所，

2012）。また，赤津研究林内の白坂気象観測露場（図－1）での気象観測によると 1970 年から

2019 年までの 49 年間（2005 年を除く）の年平均気温は 13.0℃，平均年降水量は 1854㎜である。

　スギ第一見本林は 64 林班ほ 1 小班にあり（図－1），面積は 0.11 ha，地況は標高が 335 ～

345 m，斜面が北向き，斜度が 0 ～ 20°である。北側は林道に，東側から南側にかけては 1978 年

植栽のヒノキ林に面している。西側は 1929 年植栽のヒノキ林であったが，2008 年に皆伐され，
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2009 年にヒノキが植栽されている。スギ第一見本林では 14 ヶ所から集められた 22 品種が 1962

年から 1969 年にかけて植栽された（表－1，図－2）。

　スギ第二見本林は 34 林班ほ小班にあり（図－3），面積は 0.34 ha，標高が 535 ～ 555 m，南向

き斜面にある谷地形を挟む形で設定され，斜度が 0 ～ 20°である。ヒノキが植栽されている南側

を除き，1961 年に植栽されたテーダマツ林に接しているが，大径化したテーダマツは疎で，ア

図－1　試験地の位置（スギ第一見本林及びスギ第三見本林）

図－2　植栽品種配置図（スギ第一見本林）
品種名上部の数字は表－1 に示す番号を，括弧内の数字は植栽列数を示す。
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カシデやヤマザクラが生える針広混交林となっている。スギ第二見本林では 11 ヶ所から集めら

れた 34 品種が 1969 年に植栽された（表－2，図－4）。

　スギ第三見本林は 64 林班ほ 2 小班にあり（図－1），面積は 0.02 ha，地況は標高が 310 m，斜

面が西向き，斜度が 0 ～ 10°である。1986 年植栽のヒノキ林内に位置し，歩道に沿って設定され

ている。南側は降雨時のみ水が流れる谷地形に面している。スギ第三見本林では 6 ヶ所から集め

られた 8 品種が 1964 年から 1966 年にかけて植栽された（表－3，図－5）。

　間伐はスギ第一見本林及びスギ第三見本林では 1995 年と 2006 年に，スギ第二見本林では

1995 年のみ行われた。

　なお，本報では品種と呼んでいるが，九州地方で主に使われている従来のさし木品種に代表さ

れる栽培品種，アキタスギ，ヤクスギなど地域間で遺伝的に分化し成立した地域品種に加えて，

個人や機関の育成品種が混在している。しかしながら，これらを明確に区別できないため本報で

は全てを「品種」と呼ぶこととする。

図－3　試験地の位置（スギ第二見本林）
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図－4　植栽品種配置図（スギ第二見本林）
品種名左側の数字は表－2 に示す番号を，括弧内の数字は植栽列数を示す。
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3．各試験地の測定方法

　成林までの初期成長量を測定するため，スギ第一見本林とスギ第三見本林では 1967 年から

1969 年まで毎年，地際から 15 cm の直径（以下，15 cm 直径）をノギスで，樹高を巻尺及び検測

桿で測定した。スギ第一見本林では 14 品種について，15 cm 直径を測定し，13 品種については

半数の造林木を測定対象とし，岐阜県から得たイマススギのみ全造林木を測定した。さらにスギ

第一見本林のイマススギ，サンブスギ，クモトオシ，松下 1 号，シバハラの 5 品種については，

1969 年に，15 cm 直径測定木と同個体についてノギスにより地際から 120 cm の胸高直径

（Diameter at Breast Height，以下 DBH）を測定した。スギ第三見本林では全 8 品種の全造林木に

ついて 15 cm 直径を測定した。

　成林後の成長量については 3 ヶ所すべての試験地で DBH 及び樹高を測定した。DBH は，全試

験地で，全造林木について直径巻尺により測定した。樹高については，1994 年は検測桿，2006

年はブルーメライスにより，品種ごとに造林木の 2 割程度を目安に平均 DBH に近く，梢に異常

の認められない個体を選び測定した。2020 年は VertexIII（Haglof 社，Sweden）により全造林木

について樹高を測定した。

4．各試験地の測定資料

　測定結果について各附表の測定項目，測定年，対象品種を表－4 に示す。スギ第一見本林の測

定結果は，初期成長量について附表－1 に，成林後の成長量について附表－2 に示す。スギ第二

見本林の測定結果は附表－3 に示す。スギ第三見本林の測定結果は初期成長量について附表－4

に，成林後の成長量について附表－5 に示す。なお，1994 年以降，全造林木について個体を特定

しているが，スギ第一見本林及びスギ第三見本林の初期成長量測定木の番号と成林後の成長量測

図－5　植栽品種配置図（スギ第三見本林）
品種名上部の数字は表－3に示す番号を，括弧内の数字は植栽列数を示す。
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定木の番号（附表－1 と附表－2 及び附表－4 と附表－5）は一致しない。ただし，スギ第一見本

林のイマススギについては両者の測定番号が一致している。

　スギ第一見本林，スギ第三見本林においては周囲のヒノキ林分のほうが若く，大きく被圧を受

けている様子は見られなかったが，スギ第二見本林では周囲のテーダマツの樹高が高く，試験地

林縁に位置する測定木の一部にはテーダマツによる被圧を受けているものがあり，備考欄に被圧

木と示した。

5．まとめ

　2020 年の調査木のうち，梢の欠損や試験地外の立木による被圧のないものについて平均樹高

を求め品間の比較を行った。樹高の高い品種と低い品種をスギ第一見本林（表－5），スギ第二見

本林（表－6）ではそれぞれ 5 品種ずつ，スギ第三見本林（表－7）ではそれぞれ 3 品種ずつ抜き

出し検討を行った。

　スギ第一見本林ではタテヤマスギが最も高く次いで，ヒズモスギ，ホクセイ，サンブスギ，ア

キタスギの順に高く，スギ第二見本林ではヤイチが最も高く，ウラセバル，マアカ，ホクセイ，

エダナガの順に高く，スギ第三見本林ではタテヤマスギ，テンリュウ（1 号），メアサスギの順

に高かった。スギ第一見本林，スギ第三見本林ともにタテヤマスギが最も高く，当地での育成に

適している可能性が示唆された。

　一方，スギ第一見本林ではキジンスギ，下山 54 号，ホオズキジロ，クマスギ，ミネヤマジロ

の平均樹高が低く，スギ第二見本林ではアヤスギ（品種番号 38），松下 5 号，ホンスギ，アヤス

ギ（品種番号 27），オビアカの平均樹高が低く，スギ第三見本林ではダンドスギ，ホウライジス

ギ，スギ（数成）が低かった。スギ第一見本林では成長が遅く，土地を選ぶ傾向が強い（宮島，

1983）とされる京都・北山林業地のシロスギ系の品種が低かった。松下 5 号はホンスギに由来す

る品種（宮島，1983）であることから，スギ第二見本林ではアヤスギとホンスギが総じて低い結

果となり，これらの品種は残存本数も少なかった。シロスギ，アヤスギ，ホンスギはいずれも日

表－4　各附表の調査概要一覧

対象品種の番号は表－1 から表－3 の品種番号に対応している。
15 cm 直径は地際から 15 cm の位置の直径を，DBH は地際から 120 cm の位置の直径を測定した。
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本海側に面した地域に分布するウラスギ型の品種であり（宮島，1983），当地でのウラスギ型の

品種の植栽にはこの結果を考慮する必要がある。

　また，スギ第二見本林では七蔵坊，ヤマノカミ，シチゾウ，インスギ，大渕の 5 品種において

スギこぶ病の発生が見られた。スギこぶ病に対する品種による感受性の差については長野ら

（1959）や佐野ら（1991）に報告されており，本試験地における結果も同様の一事例であろう。

6．おわりに

　本報では，花崗岩地帯の造林に適すると考えられる品種，不適と考えられる品種をある程度，

選ぶことができた。しかしながら，試験地設置から 50 年以上が経過し，当時の呼称が失われた

もの，口伝による品種名の誤りがあるもの，詳細な情報が残っていないもの，当時の品種への認

識の違いなど，現在においてその由来を特定できていないものが複数みられた。これらの解決は

今後の課題としたい。

表－5　スギ第一見本林の 2020 年調査時の平均樹高

伐採本数及び枯死本数は 1994 年以降のもの。
林縁木及び先枯れ半枯個体を平均樹高の計算から除外し，除外本数として示した。
平均樹高について上位 5 品種を斜体・太字・二重下線で，下位 5 品種を下線で示した。
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表－6　スギ第二見本林の 2020 年調査時の平均樹高

伐採本数及び枯死本数は 1994 年以降のもの。
林縁木及び先枯れ半枯個体を平均樹高の計算から除外し，除外本数として示した。
平均樹高について上位 5 品種を斜体・太字・二重下線で，下位 5 品種を下線で示した。
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